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ふ
る
さ
と
納
税
の

戦
略
的
推
進
に
つ
い
て

担
当
課
と
の
意
見
交
換
を
も
っ
て
、
調
査
を

終
了
し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
のＤ

Ｘ
推
進
に
つ
い
て

※
令
和
６
年
12
月
に
提
言
済
み
（
詳
細
は
議

会
だ
よ
り
第
91
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

委 員 長　本田　勝善
副委員長　深谷　政憲
委　　員　安藤　正博

　　関根　篤志
　　古川　達也
　　小野　裕史
　　鈴木　洋二
　　石堂　正章

以
下
の
と
お
り
市
当
局
に
対
し
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

鉄
道
駅
周
辺
の
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

１
Ｊ
Ｒ
須
賀
川
駅
に
つ
い
て

令
和
７
年
１
月
、
東
西
自
由
連
絡
通
路

及
び
Ｊ
Ｒ
須
賀
川
駅
新
駅
舎
の
供
用
開
始

に
よ
り
、
鉄
道
施
設
で
分
断
さ
れ
て
い
た

東
西
が
つ
な
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
局
に
お
い
て
、
令
和
10
年
度
の
事
業

完
了
に
向
け
、
着
実
に
整
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
今
後
、
事

業
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、
次
の
点

に
つ
い
て
提
言
す
る
。

⑴
事
業
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
工
事
に

伴
う
規
制
や
工
事
車
両
が
頻
繁
に
行
き

来
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

分
か
り
易
い
標
示
板
の
設
置
な
ど
徹
底

し
た
安
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

⑵
旧
駅
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

交
通
の
結
節
点
だ
け
で
な
く
、
駅
周
辺

地
区
の
賑
わ
い
創
出
や
、
地
域
活
動
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
や
関

係
団
体
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
、
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
整
備
を
行
う
こ
と
。

⑶
駅
周
辺
地
区
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
団
体
と
の
意
見
交
換
や
支
援
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
も
こ
れ
ら
の
取
組
が
継
続
し
た
活
動

と
な
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑷
駅
西
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
団
体
や
民
間
企
業
等
と
積
極
的

に
意
見
交
換
を
図
り
、
新
た
な
賑
わ
い

や
人
の
流
れ
が
で
き
る
施
設
の
誘
致
に

努
め
、
魅
力
あ
る
駅
周
辺
の
空
間
創
出

へ
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
Ｊ
Ｒ
水
郡
線

（
川
東
駅
及
び
小
塩
江
駅
）
に
つ
い
て

川
東
駅
及
び
小
塩
江
駅
は
地
域
の
交
通

の
要
所
で
あ
り
、
特
に
川
東
駅
周
辺
は
大

東
地
域
の
核
と
な
る
重
要
な
地
域
で
あ

る
。
今
後
、
取
組
を
進
め
て
い
く
に
当
た

り
、
次
の
点
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

⑴
水
郡
線
沿
線
活
性
化
の
取
組
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
市
全
体
と
し
て
一
貫
し

た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
庁

内
関
係
部
署
に
お
い
て
、
横
断
的
な
連

携
及
び
調
整
を
図
り
、
加
え
て
、
県
、

水
郡
線
活
性
化
対
策
協
議
会
及
び
Ｊ
Ｒ

と
も
緊
密
な
情
報
交
換
や
連
携
を
図
っ

て
い
く
こ
と
。

⑵
水
郡
線
沿
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
市

と
し
て
の
考
え
を
構
築
し
た
う
え
で
、

地
域
づ
く
り
出
前
講
座
を
活
用
し
、
待

ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積

極
的
に
地
域
住
民
や
団
体
と
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
取
組
内
容
に

応
じ
、
国
・
県
等
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

最
大
限
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

⑶
週
末
や
休
日
に
駅
に
足
を
運
ん
で
も
ら

う
方
策
と
し
て
、
駅
周
辺
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
水
郡
線

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
阿
武
隈
川
沿
い

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
周
辺
に
あ
る

飲
食
店
や
観
光
資
源
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
情
報
発
信
を
行
い
、
駅
周
辺
に
ま
た

来
た
く
な
る
取
組
を
検
討
す
る
こ
と
。

持
続
可
能
な
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
域
循
環
を
目
指
し
た

取
組
に
つ
い
て

１
取
組
の
考
え
方
及
び推

進
体
制
に
つ
い
て

地
域
循
環
共
生
圏
の
理
念
は
、
環
境
問

題
や
経
済
問
題
、
社
会
問
題
を
同
時
に
解

決
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
お
り
、
地
域
ご
と
の
特
性
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

総
務
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会
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と
か
ら
、
地
域
循
環
共
生
圏
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
統
合
的
な
取
組

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
庁
内
横
断
的
に
施

策
に
取
り
組
め
る
組
織
体
制
を
検
討
す
る

こ
と
。

２
農
業
の
取
組
に
つ
い
て

⑴
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
を
図
る
た

め
、
現
在
行
っ
て
い
る
学
校
給
食
へ
の
地

元
産
の
菜
種
油
と
米
粉
麺
の
提
供
に
加

え
、
米
飯
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

ま
た
、
環
境
へ
の
配
慮
及
び
農
業
者
の

生
産
意
欲
の
向
上
や
所
得
向
上
を
図
る

た
め
、
有
機
農
業
の
更
な
る
推
進
に
向

け
た
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

⑵
間
伐
材
や
危
険
木
伐
採
等
の
再
資
源
化

に
よ
る
地
域
循
環
を
図
る
た
め
、
堆
肥

化
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
に
関

し
、
牡
丹
台
ア
メ
ニ
テ
ィ
地
区
の
利
活

用
を
含
め
、
民
間
事
業
者
等
と
の
対
話

や
事
業
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
、
先
進
自

治
体
等
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
す

る
こ
と
。

３
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て

⑴
須
賀
川
市
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣

言
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
等
の
各
種
取
組
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
な
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す
と
と
も

委 員 長　大河内和彦
副委員長　浜尾　一美
委　　員　深谷　勝仁
　 　 　　堂脇　明奈
　 　 　　熊谷　勝幸
　 　 　　佐藤　暸二
　 　 　　市村　喜雄
　 　 　　大内　康司

に
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
組
と
し

て
、
例
え
ば
、
第
三
者
所
有
モ
デ
ル

（
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
）
の
手
法
に
よ

る
、
市
民
や
民
間
事
業
者
等
の
力
を
活

用
し
た
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
や
地
域
の
脱
炭
素
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
係
る
「
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
」
の
活
用
に
つ
い
て
、
先
進

自
治
体
等
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究

す
る
こ
と
。

⑵
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
市

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
住
宅
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
意
識
の
醸
成
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
地
域
づ
く
り
出
前
講
座
に
、
地
球

温
暖
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

に
つ
い
て
の
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
や
Ｅ
Ｓ

Ｄ
環
境
教
育
の
充
実
強
化
に
取
り
組
む

こ
と
。

須
賀
川
駅
東
側
の

再
整
備
に
つ
い
て

※
令
和
６
年
６
月
に
提
言
済
み
（
詳
細
は
議

会
だ
よ
り
第
89
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

以
下
の
と
お
り
市
当
局
に
対
し
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
地
域
の
か
か
わ
り

１
推
進
体
制
と
組
織
体
制
の整

備
に
つ
い
て

⑴
関
係
者
全
体
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
取

り
組
む
た
め
に
も
、
市
の
方
針
や
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
明
確
に
し
、
地
域
全
体
で
支

え
る
地
域
展
開
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

⑵
本
市
で
は
、
関
係
課
の
部
局
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
庁
内
横
断
的
な
組
織
体
制

を
整
備
し
、
関
係
各
課
の
連
携
を
強
化

し
、
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
円
滑
に

行
い
、
効
率
的
な
推
進
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
。

２
受
入
れ
団
体
組
織
の
整
備
に
つ
い
て

地
域
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
に
は
、
受
入
れ
団
体
が
円
滑
に

活
動
で
き
る
環
境
や
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
は

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行

い
、
課
題
の
把
握
及
び
整
理
を
早
期
に
進

め
る
こ
と
。

ま
た
、
受
入
れ
団
体
へ
の
継
続
的
な
運

営
支
援
を
行
う
た
め
の
必
要
な
施
策
を
検

討
し
、
施
設
利
用
料
の
減
免
や
優
先
的
使

用
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
講
じ

る
こ
と
。

３
指
導
員
の
確
保
と
研
修
制
度
の

強
化
に
つ
い
て

⑴
地
域
住
民
や
退
職
教
員
な
ど
多
様
な
人

材
を
活
用
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
地

域
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
の
発

掘
と
育
成
を
進
め
る
こ
と
。

⑵
部
活
動
指
導
員
に
対
し
、
そ
の
専
門
性

や
責
任
に
応
じ
た
適
切
な
待
遇
を
整
備

し
、
安
心
し
て
長
期
的
に
職
務
に
専
念

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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14人の議員が一般質問を行いました

一 般 質 問６
月
定
例
会
一般質問は、議員の調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、市政全般につ
いて市長などの方針を問うものです。

議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁が要約してありま
すが、QRコードをスマートフォン等で読み取ると、全体の録画映
像を見ることができます。

大柿 貞夫

①水郡線利活用促進について
②釈迦堂川こいのぼりの掲揚
事業について

　水郡線利活用は地域活性
化に重要であり、地域団体
や住民との意見懇談会開催
の考えを伺う。
　風物詩の釈迦堂川鯉のぼ
り掲揚がポール劣化により
中止したが釈迦堂川沿いで
の鯉のぼり掲揚事業を継続
する考えはあるか伺った。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

鈴木 正勝

①ふるさと納税事業の促進に
ついて
②自治会加入促進条例の制定
について

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

　自主財源の更なる確保へ、ウルトラマン関連返
礼品等の拡大への考えや企業版ふるさと納税の拡
大へトップセールスの考え、及び全国から寄付が
期待できる個別事業にクラウドファンディングの
活用を提言しました。

堂脇 明奈

①会計年度任用職員の任用に
ついて
②高額療養費制度について
③DV被害の
　相談体制について

　高額療養費制度利用の市民が、負担増により治
療の中断や通院控えをすれば命にかかわる。今は
凍結されているが、負担増の見直しがされる可能
性がある。市民の命と生活を守るため、市から白
紙撤回を国に求めることを提言。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

深谷 勝仁

①市観光行事等の持続性について
②部活動地域移行について

　松明あかし「協力金制度の導入」に向け検討開
始。市民や企業、来訪者が支援の担い手として参
加へ。
　小中学生の「体育施設無償化」を提案し、市は
使用料体系の見直しを表明。「市の将来を担う大切
な子どもたちへの投資」として期待！

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

今号から
リニューアル
しました！

委員会活動報告

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
部
活
動
指
導
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
指

導
者
研
修
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

４
地
域
移
行
に
つ
い
て
の

理
解
を
得
る
た
め
の
情
報
共
有

円
滑
な
地
域
移
行
実
現
の
た
め
に
は
、

関
係
者
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。
生
徒
や

保
護
者
に
と
っ
て
は
不
安
要
素
が
多
く
、

説
明
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

積
極
的
で
適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
、
関

係
者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
を
強

化
す
る
こ
と
。

５
部
活
動
の
多
様
性
を
尊
重
し
た

環
境
整
備
に
つ
い
て

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
支
援
を
行

い
、
生
徒
が
興
味
や
特
性
に
応
じ
た
活
動

を
選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
部
活
動
の
多
様
性
を
尊
重

し
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
社
会
性
や
協
調
性
を
育

み
、
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
必
要
な
資
源
確
保
の

た
め
の
予
算
を
検
討
し
、
環
境
整
備
の
推

進
を
図
る
こ
と
。

６
成
果
の
可
視
化
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て

成
功
事
例
や
改
善
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、
次
の
施
策
に
活
か
す
こ
と
で
、
持

続
的
な
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
成
果
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
可
視

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
定
期

的
に
進
捗
管
理
や
評
価
を
行
う
こ
と
。

観
光
を
見
据
え
た文

化
振
興
の
在
り
方

１
特
撮
関
連
事
業
の
効
果
検
証

市
の
方
針
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
に

し
、
文
化
資
源
及
び
観
光
振
興
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
、
現
状
分
析
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
予
算
が

投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
課

題
や
事
業
優
先
度
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行

い
、
効
果
的
な
施
策
を
打
ち
出
す
と
と
も

に
、
効
果
検
証
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

次
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

２
特
撮
文
化
と
観
光
を
結
ぶル

ー
ト
の
開
発

本
市
に
お
い
て
は
、
拠
点
と
な
る
文
化

施
設
や
観
光
施
設
が
市
内
の
広
範
囲
に
点

在
し
て
い
る
。
市
内
全
域
を
移
動
で
き
る

交
通
手
段
や
各
施
設
を
つ
な
げ
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
取
組
な
ど
、
特
に
過
疎
地
域
の
文

化
施
設
等
と
中
心
地
と
の
周
遊
策
を
検

討
し
、
観
光
客
が
地
域
全
体
を
楽
し
め
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
た
観
光
ル
ー

ト
の
造
成
を
検
討
す
る
な
ど
、
広
域
的
な

取
組
を
進
め
る
こ
と
。

３
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
た
計
画

観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
常
に
変
化

し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
資
源
を
活
か

し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
巻
き
込
ん
だ
観
光

誘
客
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

着
実
な
実
行
を
図
る
こ
と
。
特
に
リ
ピ
ー

タ
ー
増
加
を
図
る
た
め
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
や
展
示
物
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
誘

客
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

４
特
撮
文
化
を
活
用
し
た
魅
力
発
信

情
報
発
信
は
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
瞬
時
に
広
が
り
、
認
知
度
向
上
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
重
要
な
手
段

と
な
っ
て
い
る
。
特
撮
文
化
を
活
用
し
た

魅
力
発
信
は
、
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
観
光
客
の
誘
致
や
地
域
経
済
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
向
け
た
効
果
的
な
情
報

発
信
を
推
進
す
る
こ
と
。

５
予
算
及
び
資
源
の
確
保

多
様
な
資
金
調
達
を
促
進
す
る
仕
組
み

と
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

６
成
果
の
可
視
化
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

継
続
的
な
文
化
振
興
と
観
光
発
展
を
実

現
す
る
た
め
、
成
果
の
評
価
と
可
視
化
を

定
期
的
に
行
う
こ
と
。

ま
た
特
撮
文
化
の
継
承
と
発
展
は
、
本

市
の
地
域
活
性
化
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、

市
内
経
済
効
果
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
、
実
績
や
課
題
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
次
の
施
策
に
生
か
し
、
観
光
を

見
据
え
、
計
画
的
か
つ
戦
略
的
に
取
り
組

む
こ
と
。

委 員 長　大柿　貞夫
副委員長　斉藤　秀幸
委　　員　松川　勇治
　 　 　　柏村　修吾
　 　 　　溝井　光夫
　 　 　　横田　洋子
　 　 　　五十嵐　伸
　 　 　　鈴木　正勝

委
員
会
活
動
報
告
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14人の議員が一般質問を行いました

一 般 質 問６
月
定
例
会
一般質問は、議員の調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、市政全般につ
いて市長などの方針を問うものです。

議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁が要約してありま
すが、QRコードをスマートフォン等で読み取ると、全体の録画映
像を見ることができます。

大柿 貞夫

①水郡線利活用促進について
②釈迦堂川こいのぼりの掲揚
事業について

　水郡線利活用は地域活性
化に重要であり、地域団体
や住民との意見懇談会開催
の考えを伺う。
　風物詩の釈迦堂川鯉のぼ
り掲揚がポール劣化により
中止したが釈迦堂川沿いで
の鯉のぼり掲揚事業を継続
する考えはあるか伺った。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

鈴木 正勝

①ふるさと納税事業の促進に
ついて
②自治会加入促進条例の制定
について

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

　自主財源の更なる確保へ、ウルトラマン関連返
礼品等の拡大への考えや企業版ふるさと納税の拡
大へトップセールスの考え、及び全国から寄付が
期待できる個別事業にクラウドファンディングの
活用を提言しました。

堂脇 明奈

①会計年度任用職員の任用に
ついて
②高額療養費制度について
③DV被害の
　相談体制について

　高額療養費制度利用の市民が、負担増により治
療の中断や通院控えをすれば命にかかわる。今は
凍結されているが、負担増の見直しがされる可能
性がある。市民の命と生活を守るため、市から白
紙撤回を国に求めることを提言。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

深谷 勝仁

①市観光行事等の持続性について
②部活動地域移行について

　松明あかし「協力金制度の導入」に向け検討開
始。市民や企業、来訪者が支援の担い手として参
加へ。
　小中学生の「体育施設無償化」を提案し、市は
使用料体系の見直しを表明。「市の将来を担う大切
な子どもたちへの投資」として期待！

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

今号から
リニューアル
しました！

一般質問

６
月
定
例
会一般
質
問
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はじめて傍聴される方へ

　 傍聴までの流れ
1傍聴受付簿を取り、住所、氏名等を記入する。
21で記入したものを投入箱へ入れ、
　本日の資料を取る。
3傍聴席の空いている席へ座り、傍聴する。
　（途中での入退場は自由です。）
　 議場内での主なルール
●傍聴の際は、着席してください。
●飲食や帽子の着用はお控え願います。
●携帯電話等は音が出ないようにしてください。
●雑談、拍手、ヤジなどの音を立てる行為、喫煙は禁止です。
●写真撮影、録画、録音はご遠慮ください。

傍聴案内 傍聴室入口

関根 篤志

①市道の安心安全の確保に
ついて
②道路交通法改正を受けての
本市の取り組みについて

　白線の引き直し、交差点のカラー化、修繕につ
いて、ガイドラインの策定を提言。道交法改正に
よる生活道路の30キロ規制の周知、自転車の青切
符制度開始へ向けた対応、ヘルメット着用のため
の施策を質問提言。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
古川 達也

①企業誘致と雇用創出について
②今後の選挙に向けた投票利便性
の向上について
③有毒植物の分布状況及び市民・
児童への注意喚起について

　企業誘致と就労促進事業、滑川地区の工業団地
開発への取組状況など質問を行い、今後についての
提言などを行いました。また、今後の選挙の在り方や
市内の有害植物についても質問しましたが、非常に
前向きな答弁を頂き、特に選挙当日の移動支援や有
害植物の注意喚起に関してはすぐに対応して頂くこ
ととなりました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

鈴木 洋二

①上下水道について
②防災重点農業用ため池の
整備について

　埼玉県八潮市の陥没事故
と全国で起きている水道管
の老朽化による漏水事故を
受けて、今後の市の上下水道の
維持管理の考え方と、市民の負
担増になることから今後の水道
料金と下水道料金の市の考え方
について質問しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
横田 洋子

①須賀川市地域公共交通
計画について
②プラスチック資源の分別
収集について
③市営住宅の現状と今後に
ついて

　生活を支える公共交通の不便地域の解消と更な
る利便性、市民の要望に応える交通網の確立を求
めました。
　また、用途廃止となっている市営住宅の今後の
対応について質しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

安藤 正博

①高齢化社会への対応について
②琵琶池について

　市内の65歳以上の単身世帯数は4,903世帯。高
齢者の見守り支援である緊急通報システムを広く
知ってほしい。
　市が作成した「わたしノート」を多くの市民に
利用してほしい。
「愛宕山八景」の琵琶池の貯水機能の確保、堆積
土砂・立木の除去を願う。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
斉藤 秀幸

①公園施設などにおける水面
の活用について
②須賀川市地域防災計画に
ついて

　市民の憩いの場である都市公園などの水面を有
効的に新たな話題創出ができないかという考え
と、須賀川市の防災面を更に強化するため地域防
災マネージャー制度が必要であると考え、２点に
ついて質問をしました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
大河内和彦

①第９次総合計画における目標
人口と地域医療について
②障がい者支援について
③遊休農地について

　重度心身障がい者医療費助成事業について、現
在の「償還払い」は受給者の負担が大きいため、現
物給付や自動償還払いの実施の考えを質した。
　答弁は、引き続き検討する。
　早期に実現するべき。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
松川 勇治

①資源物について
②文化財について

　地域おこし協力隊制度等
を活用しエシカル※①志向や
5R※②推進の考え方を取り入
れ、地域の歴史・文化を守り
つつ、持続可能で倫理的かつ広
域的な地域づくりが出来ないか
と思い質問しました。
※①エシカル…社会や環境に配慮した行動、考え方
※②5R…リフューズ、リデュース、リユース、リペア、リサイクル

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

石堂 正章

①子ども達の健全育成について
②財政政策について
③Park-PFI事業について

　今回の一般質問は、「限りある財源の地域内循
環」を目指すために、「学校教育における食育とし
ての学校給食」の現状と物価高騰対策、異物混入
などについて、「翠ヶ丘公園でのＰａｒｋ－ＰＦＩ事業」
の現状と展開についての３点を質しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
深谷 政憲

①持続可能な行政経営の
推進について

　市は、昨年4月に財政健全化を図るため「須賀川
市行財政改革取組方針」を、加えて本年５月には
「公共施設マネジメント素案」（45施設の統廃合含
め今後の方向性について）を策定したことから、こ
れらに取り組む市の考えを質しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

一般質問

６
月
定
例
会一般
質
問
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はじめて傍聴される方へ

　 傍聴までの流れ
1傍聴受付簿を取り、住所、氏名等を記入する。
21で記入したものを投入箱へ入れ、
　本日の資料を取る。
3傍聴席の空いている席へ座り、傍聴する。
　（途中での入退場は自由です。）
　 議場内での主なルール
●傍聴の際は、着席してください。
●飲食や帽子の着用はお控え願います。
●携帯電話等は音が出ないようにしてください。
●雑談、拍手、ヤジなどの音を立てる行為、喫煙は禁止です。
●写真撮影、録画、録音はご遠慮ください。

傍聴案内 傍聴室入口

関根 篤志

①市道の安心安全の確保に
ついて
②道路交通法改正を受けての
本市の取り組みについて

　白線の引き直し、交差点のカラー化、修繕につ
いて、ガイドラインの策定を提言。道交法改正に
よる生活道路の30キロ規制の周知、自転車の青切
符制度開始へ向けた対応、ヘルメット着用のため
の施策を質問提言。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
古川 達也

①企業誘致と雇用創出について
②今後の選挙に向けた投票利便性
の向上について
③有毒植物の分布状況及び市民・
児童への注意喚起について

　企業誘致と就労促進事業、滑川地区の工業団地
開発への取組状況など質問を行い、今後についての
提言などを行いました。また、今後の選挙の在り方や
市内の有害植物についても質問しましたが、非常に
前向きな答弁を頂き、特に選挙当日の移動支援や有
害植物の注意喚起に関してはすぐに対応して頂くこ
ととなりました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

鈴木 洋二

①上下水道について
②防災重点農業用ため池の
整備について

　埼玉県八潮市の陥没事故
と全国で起きている水道管
の老朽化による漏水事故を
受けて、今後の市の上下水道の
維持管理の考え方と、市民の負
担増になることから今後の水道
料金と下水道料金の市の考え方
について質問しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
横田 洋子

①須賀川市地域公共交通
計画について
②プラスチック資源の分別
収集について
③市営住宅の現状と今後に
ついて

　生活を支える公共交通の不便地域の解消と更な
る利便性、市民の要望に応える交通網の確立を求
めました。
　また、用途廃止となっている市営住宅の今後の
対応について質しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

安藤 正博

①高齢化社会への対応について
②琵琶池について

　市内の65歳以上の単身世帯数は4,903世帯。高
齢者の見守り支援である緊急通報システムを広く
知ってほしい。
　市が作成した「わたしノート」を多くの市民に
利用してほしい。
「愛宕山八景」の琵琶池の貯水機能の確保、堆積
土砂・立木の除去を願う。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
斉藤 秀幸

①公園施設などにおける水面
の活用について
②須賀川市地域防災計画に
ついて

　市民の憩いの場である都市公園などの水面を有
効的に新たな話題創出ができないかという考え
と、須賀川市の防災面を更に強化するため地域防
災マネージャー制度が必要であると考え、２点に
ついて質問をしました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
大河内和彦

①第９次総合計画における目標
人口と地域医療について
②障がい者支援について
③遊休農地について

　重度心身障がい者医療費助成事業について、現
在の「償還払い」は受給者の負担が大きいため、現
物給付や自動償還払いの実施の考えを質した。
　答弁は、引き続き検討する。
　早期に実現するべき。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
松川 勇治

①資源物について
②文化財について

　地域おこし協力隊制度等
を活用しエシカル※①志向や
5R※②推進の考え方を取り入
れ、地域の歴史・文化を守り
つつ、持続可能で倫理的かつ広
域的な地域づくりが出来ないか
と思い質問しました。
※①エシカル…社会や環境に配慮した行動、考え方
※②5R…リフューズ、リデュース、リユース、リペア、リサイクル

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

石堂 正章

①子ども達の健全育成について
②財政政策について
③Park-PFI事業について

　今回の一般質問は、「限りある財源の地域内循
環」を目指すために、「学校教育における食育とし
ての学校給食」の現状と物価高騰対策、異物混入
などについて、「翠ヶ丘公園でのＰａｒｋ－ＰＦＩ事業」
の現状と展開についての３点を質しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶
深谷 政憲

①持続可能な行政経営の
推進について

　市は、昨年4月に財政健全化を図るため「須賀川
市行財政改革取組方針」を、加えて本年５月には
「公共施設マネジメント素案」（45施設の統廃合含
め今後の方向性について）を策定したことから、こ
れらに取り組む市の考えを質しました。

▼ここがポイント！

質問項目

動画はこちら▶

一般質問

６
月
定
例
会一般
質
問

須賀川市議会だより須賀川市議会だより No.937



小学生小学生小学生議場見学議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
議会の様子を覗いてみよう！

　市内の小学生による議場見学が行われ、議会
についてクイズを交えて学習しました。
　また、議場や委員会室、議会図書室などを見学
し、イスに座ってみたり会議録を見たりして、議会
の仕組みや役割について理解を深めました。
　今回の体験が、自分の住むまちについて興味
をもったり、考えたりするきっかけになればうれ
しいです。

　須賀川市議会では、議会を身近に感じてもらうこと
や、議会の仕組みを知ってもらうことなどを目的とし
て、随時見学を受け入れています。
　今後も議会の意義や仕組みなどの発信をはじめ、開
かれた議会の運営に努めていきます。

４月30日 阿武隈小

５月２日 小塩江小

６月27日 長沼小

４月22日 須賀川三小

６月30日 大森小
会議録には何が書いてあるのかな？

会議録には何が書いてあるのかな？

なかな
か見ら

れない

会派室
ものぞ

き見！なかな
か見ら

れない

会派室
ものぞ

き見！

クイズの正
解は

何番だと思
う？

クイズの正
解は

何番だと思
う？

防音室は赤ちゃん連れにやさしいね

クイズは全問正解できなかったけど、
いろいろなことを知れたよ

議長席はきんちょう感があって
座るとドキドキした！

議場に入ることができて
おもしろかった！

小学生議場見学

小
学
生
議
場
見
学

須賀川市議会だより No.93 8



小学生小学生小学生議場見学
議会の様子を覗いてみよう！

　市内の小学生による議場見学が行われ、議会
についてクイズを交えて学習しました。
　また、議場や委員会室、議会図書室などを見学
し、イスに座ってみたり会議録を見たりして、議会
の仕組みや役割について理解を深めました。
　今回の体験が、自分の住むまちについて興味
をもったり、考えたりするきっかけになればうれ
しいです。

　須賀川市議会では、議会を身近に感じてもらうこと
や、議会の仕組みを知ってもらうことなどを目的とし
て、随時見学を受け入れています。
　今後も議会の意義や仕組みなどの発信をはじめ、開
かれた議会の運営に努めていきます。

４月30日 阿武隈小

５月２日 小塩江小

６月27日 長沼小

４月22日 須賀川三小

６月30日 大森小
会議録には何が書いてあるのかな？

会議録には何が書いてあるのかな？

なかな
か見ら

れない

会派室
ものぞ

き見！なかな
か見ら

れない

会派室
ものぞ

き見！

クイズの正
解は

何番だと思
う？

クイズの正
解は

何番だと思
う？

防音室は赤ちゃん連れにやさしいね

クイズは全問正解できなかったけど、
いろいろなことを知れたよ

議長席はきんちょう感があって
座るとドキドキした！

議場に入ることができて
おもしろかった！

小学生議場見学

小
学
生
議
場
見
学

須賀川市議会だより須賀川市議会だより No.939



６月定例会 令和７年度６月補正予算

一般会計補正予算に４億３,９４０万８千円を追加

質疑・答弁の一部紹介
※紙面の都合上要約しています。

Pick up!!

土 木 費

緊急治水対策プロジェクト道路整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　【道路河川課】
事業の詳しい内容を伺うQ

A 阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに関連して
行っている、市野関共同墓地移転事業であり、国
から補償金が支払われる。
代替の墓地については、今年度に設計し、来年度
に造成を行う予定である。

農林水産業費

新規就農者育成支援事業【農政課】
事業内容と条件、対象となる営農者の人数を伺うQ

A 就農後の経営発展のために必要な、
機械施設等の導入支援を行う事業で
ある。
市が認定した計画に沿って営農する
認定新規就農者に対して重点的に支
援する制度であり、今回の対象は５
名である。

　皆さんに手に取っていただける議会だよりを目指し、委員会ではた
くさんのアイデアを出し合いました。市のLINEをきっかけにSNSの活
用に繋がればコスト削減にも繋がると感じています。市民の皆様のご
意見いつでもお待ちしてます。

委員　関根　篤志委員　関根　篤志

　初の委員として２年間様々な経験をし、広報活動の大切さや課題を
勉強させていただきました。ネット等を活用し多方面に発信しつつも、
アナログの大切さも再確認したところです。

委員　柏村　修吾委員　柏村　修吾

　今号でこのメンバーでの編集は最後となりました。思い返せば初当
選以来６年間を議会広報常任員会で過ごしてきましたが、これまで読
んでいただいた市民の皆様からの感想が何よりの励みとなりました。
ありがとうございました。 

委員　斉藤　秀幸委員　斉藤　秀幸

　委員8名のうち5名が初めてということもあり、市民の皆様に手に
取り読んでもらうための「紙面づくり」をどうしていくべきか、喧々
諤々の議論から始まりました。
　また、表紙の写真は各委員持ち回りとし、それぞれ地元の風光明媚
な場所（風景）を紹介してきましたが、楽しんでいただけたでしょうか？

委員　深谷　政憲委員　深谷　政憲

　この2年間広報のあり方を検討してきました。その結果として今期
最終号となる今号から「一般質問」の掲載方法が変わり、SNSの活用
と紙での発信のハイブリッド化となりました。今後も全世代の皆さん
に読んで頂ける「議会だより」を発行してまいります。

委 員 長　横田　洋子委 員 長　横田　洋子

　いつも議会だよりを見ていただきありがとうございます。議会だよ
りは、皆さんの手に取って見ていただける様に紙面づくりをしてきま
した。若い委員の意見を取り入れ少しずつ変わっています。今後もよ
り良い議会だよりになっていきますのでご覧いただければ幸いです。

副委員長　鈴木　洋二副委員長　鈴木　洋二

　市民の皆さまに議会の活動をより身近に感じていただけるよう、分
かりやすい紙面と表現を心がけました。今後も皆さまの声を反映した
様々な広報の形を検討し、より開かれた議会を目指してまいります。

委員　深谷　勝仁委員　深谷　勝仁

　幅広い世代の方々に手に取ってもらえるような紙面づくりに努め
てまいりました。今後、さらに市公式LINEやSNS等の活用によりさら
に多くの方々に興味を持っていただけたなら嬉しく思います。

委員　松川　勇治委員　松川　勇治

・新規就農者育成支援事業 ･･････････････････････････････････････ １,１４２万４千円
・緊急治水対策プロジェクト道路整備事業･････････････････････････････９００万円
・都市計画街路整備事業････････････････････････････････････････････････ ８３０万円
・オリジナルふくしま水田農業推進事業 ･･･････････････････････････ １８４万３千円
・母子保健教育相談事業･･･････････････････････････････････････････ １４８万５千円

物価高騰対応重点支援事業
・定額減税不足額給付金の支給に要する経費 ･･･････････････ 3億６,９９３万5千円
・子育て世帯応援金の支給に要する経費 ････････････････････････３,５２５万３千円

６月定例会における
主な一般会計
補正予算内容

６月
補正予算

６月追加
補正予算

編集後記

審議結果

各議員の賛否一覧 ～表のうち、賛否の分かれた議案などについて、議員ごとの賛否をお知らせします～

会派等 志政会 新政会 須賀川
未来会議 政悠会 日本共産党

須賀川市議団 無会派 議決結果

 議員名

議案等
番号

深
谷

勝
仁

松
川

勇
治

関
根

篤
志

古
川

達
也

熊
谷

勝
幸

小
野

裕
史

大
柿

貞
夫

佐
藤

暸
二

五
十
嵐

伸

柏
村

修
吾

鈴
木

洋
二

石
堂

正
章

鈴
木

正
勝

市
村

喜
雄

深
谷

政
憲

溝
井

光
夫

大
河
内
和
彦

斉
藤

秀
幸

浜
尾

一
美

本
田

勝
善

堂
脇

明
奈

横
田

洋
子

安
藤

正
博

大
内

康
司

賛

成

反

対

棄

権

請願第５号 ● ● ● ● 欠 ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● 2 20 0

※○は賛成  ●は反対  欠は欠席　※議長（佐藤 暸二）は、採決に加わりません。

議案等番号 件　　　　　名 結果

議　
　
案

45 監査委員の選任につき同意を求めることについて ◎
46 専決処分の承認を求めることについて ◎
47 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ◎
48 須賀川市税条例の一部を改正する条例 ◎
49 東北本線鏡石・須賀川間新栄橋修繕工事に関する基本協定締結について ◎
50 須賀川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎

51 平成23年東日本大震災による被災者に対する市民税、固定資産税、都市計画税及び国民健康保険税の減免等に関する条例の一部を改正する条例 ◎

52 令和７年度須賀川市一般会計補正予算（第１号） ◎
53 令和７年度須賀川市中宿財産区特別会計補正予算（第１号） ◎
54 準用河川笹平川函渠新設工事（その７）の請負契約締結について ◎
55 選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例 ◎
56 令和７年度須賀川市一般会計補正予算（第２号） ◎

報

告

６ 専決処分の報告について ◎
７ 令和６年度公益財団法人ふくしま科学振興協会決算について ◎
８ 令和６年度公益財団法人須賀川市スポーツ振興協会決算について ◎
９ 令和６年度公益財団法人須賀川市農業公社決算について ◎
10 令和６年度郡山地方土地開発公社決算について ◎
11 令和６年度須賀川市一般会計予算継続費の逓次繰越しについて ◎
12 令和６年度須賀川市一般会計予算及び特別会計予算繰越明許費の繰越しについて ◎
13 令和６年度須賀川市水道事業会計予算継続費の逓次繰越しについて ◎
14 令和６年度須賀川市下水道事業会計予算の繰越しについて ◎
15 専決処分の報告について【専決第13号 損害賠償の額の決定及び和解について】 ◎

議員提出
意見書案

３ 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について ◎
４ 被災児童生徒就学支援等事業の継続及び被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出について ◎

請

願

３「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願書 ◎

４ 地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書 ◎
５ 学校給食費無償化を実施することをめざし、当面の物価高騰分の助成を求める請願 ▲

なにが決まっ
た？

６月定例会の審議結果
結果の表示記号 ◎ 全会一致で可決、了承、同意、承認等　○ 賛成多数で可決

▲ 賛成少数で不採択　  賛否が分かれた議案等

審
議
結
果
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６月定例会 令和７年度６月補正予算

一般会計補正予算に４億３,９４０万８千円を追加

質疑・答弁の一部紹介
※紙面の都合上要約しています。

Pick up!!

土 木 費

緊急治水対策プロジェクト道路整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　【道路河川課】
事業の詳しい内容を伺うQ

A 阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに関連して
行っている、市野関共同墓地移転事業であり、国
から補償金が支払われる。
代替の墓地については、今年度に設計し、来年度
に造成を行う予定である。

農林水産業費

新規就農者育成支援事業【農政課】
事業内容と条件、対象となる営農者の人数を伺うQ

A 就農後の経営発展のために必要な、
機械施設等の導入支援を行う事業で
ある。
市が認定した計画に沿って営農する
認定新規就農者に対して重点的に支
援する制度であり、今回の対象は５
名である。

　皆さんに手に取っていただける議会だよりを目指し、委員会ではた
くさんのアイデアを出し合いました。市のLINEをきっかけにSNSの活
用に繋がればコスト削減にも繋がると感じています。市民の皆様のご
意見いつでもお待ちしてます。

委員　関根　篤志委員　関根　篤志

　初の委員として２年間様々な経験をし、広報活動の大切さや課題を
勉強させていただきました。ネット等を活用し多方面に発信しつつも、
アナログの大切さも再確認したところです。

委員　柏村　修吾委員　柏村　修吾

　今号でこのメンバーでの編集は最後となりました。思い返せば初当
選以来６年間を議会広報常任員会で過ごしてきましたが、これまで読
んでいただいた市民の皆様からの感想が何よりの励みとなりました。
ありがとうございました。 

委員　斉藤　秀幸委員　斉藤　秀幸

　委員8名のうち5名が初めてということもあり、市民の皆様に手に
取り読んでもらうための「紙面づくり」をどうしていくべきか、喧々
諤々の議論から始まりました。
　また、表紙の写真は各委員持ち回りとし、それぞれ地元の風光明媚
な場所（風景）を紹介してきましたが、楽しんでいただけたでしょうか？

委員　深谷　政憲委員　深谷　政憲

　この2年間広報のあり方を検討してきました。その結果として今期
最終号となる今号から「一般質問」の掲載方法が変わり、SNSの活用
と紙での発信のハイブリッド化となりました。今後も全世代の皆さん
に読んで頂ける「議会だより」を発行してまいります。

委 員 長　横田　洋子委 員 長　横田　洋子

　いつも議会だよりを見ていただきありがとうございます。議会だよ
りは、皆さんの手に取って見ていただける様に紙面づくりをしてきま
した。若い委員の意見を取り入れ少しずつ変わっています。今後もよ
り良い議会だよりになっていきますのでご覧いただければ幸いです。

副委員長　鈴木　洋二副委員長　鈴木　洋二

　市民の皆さまに議会の活動をより身近に感じていただけるよう、分
かりやすい紙面と表現を心がけました。今後も皆さまの声を反映した
様々な広報の形を検討し、より開かれた議会を目指してまいります。

委員　深谷　勝仁委員　深谷　勝仁

　幅広い世代の方々に手に取ってもらえるような紙面づくりに努め
てまいりました。今後、さらに市公式LINEやSNS等の活用によりさら
に多くの方々に興味を持っていただけたなら嬉しく思います。

委員　松川　勇治委員　松川　勇治

・新規就農者育成支援事業 ･･････････････････････････････････････ １,１４２万４千円
・緊急治水対策プロジェクト道路整備事業･････････････････････････････９００万円
・都市計画街路整備事業････････････････････････････････････････････････ ８３０万円
・オリジナルふくしま水田農業推進事業 ･･･････････････････････････ １８４万３千円
・母子保健教育相談事業･･･････････････････････････････････････････ １４８万５千円

物価高騰対応重点支援事業
・定額減税不足額給付金の支給に要する経費 ･･･････････････ 3億６,９９３万5千円
・子育て世帯応援金の支給に要する経費 ････････････････････････３,５２５万３千円

６月定例会における
主な一般会計
補正予算内容

６月
補正予算

６月追加
補正予算

編集後記

議
案
審
査・編
集
後
記

議案審査・編集後記
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2025/９/19金
10/17金

29
日間９月 定 例 会 の 会 期 予 定

会期中の活動内容
招集日【本会議】９月19日

総括質疑等【本会議】９月29日

常任委員会【議案調査】９月30日

一般質問【本会議】10月２日～６日

常任委員会【議案審査】10月７日～９日

決算特別委員会【決算審査】10月10日～15日

最終日【本会議】10月17日

● 定例会の会期を決定します。

● 議案に対する議員の総括質疑を行います。
● 議案等の詳細な審査を行うため、付託する委員会を決定します。

● 各常任委員会に付託された議案等について、委員会を開催し、
　 議案等調査を行い、今後の審査に備えます。

● 市政全般の事務等について質問を行い、市政の執行状況や
　 今後の方針等を確認し、議員としての意見等を述べます。

● 各常任委員会に付託された議案や請願について、質疑を行い
　 ながら細かく審査します。

● 市の前年度予算について、その認定審査のため設置され、
　 質疑を行いながら細かく審査します。

● 各常任委員会に付託された議案等について、委員長から審査の
　 経過と結果を報告し、質疑、討論、採決を行います。

議会を傍聴しませんか？
本会議や委員会は、住所・氏名を記入するだけでどなたでも傍聴ができます。サークルやクラブ等、団体での傍聴も可
能です。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。また、本会議の模様をインターネットで配信しています。

３台停められます 防音室でお子様連れの方でも安心です

車いす使用者用スペース みんなの傍聴室

委員会の傍聴席は８席です

委員会室

ライブ中継 録画配信

ネット配信はこちら！
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日 月 火 水 木 金 土
14 15 16 17 18 19 20

招集日
【本会議】
（議案一括上程・
提案理由説明）

休会

21 22 23 24 25 26 27

休会
議員議案調査

休会
議会運営委員会

議員議案調査 議員議案調査 議員議案調査
休会

28 29 30 10／１ ２ ３ ４

休会
総括質疑等
【本会議】

（総括質疑、議案等の委員会付託）
議員議案調査 常任委員会議案調査

常任委員会議案調査
（予備日）

一般質問
【本会議】

一般質問
【本会議】 休会

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

休会 一般質問
【本会議】

【委員会】
総務常任委員会
経済建設常任委員会

【委員会】
文教福祉常任委員会

【委員会】
予算常任委員会

【委員会】
決算特別委員会 休会

12 13 14 15 16 17 18

休会 休会 【委員会】
決算特別委員会

【委員会】
決算特別委員会 事務整理

最終日【本会議】
（委員長報告、議案等
の質疑・討論・採決）

委員長
横田　洋子
副委員長
鈴木　洋二
委　員
深谷　勝仁
松川　勇治
関根　篤志
柏村　修吾
斉藤　秀幸
深谷　政憲

次回の発行予定
11月15日㈯

市議会ＨＰ

市議会だより

議会広報
常任委員会
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